
鳥獣被害対策への支援
１.自治会として取り組む鳥獣被害対策を支援しています【新規事業】

補助金の交付決定前に実施・購入した費用は対象となりません。申請をお考えの場合は、事前にお問い合わせください。

令和３年度から始まった新たな補助金制度です。市では、自治会として集落環境整備や集落柵の維持管理
などの鳥獣被害対策に取り組む場合に、費用の一部を補助します。

対象者 対象となる事業 対象となる経費 
（主なもの）

補助率および
補助額

自治会など

①緩衝帯整備事業
②放置果樹除去事業
③集落柵維持管理事業
④鳥獣の潜み場等除去事業
⑤集落対策検討事業
⑥先進地視察事業
⑦研修事業
⑧収穫残さ等共同処理施設設置事業

耕運機、草刈機等借上料
燃料費、替刃代
作業委託料
傷害保険料
防護柵修繕用資材（集落柵のみ）
講師謝金または受講料
集落点検マップ作成料
コンポスト等購入費
※事業により対象となる経費は
　異なります

２/３以内
上限 20 万円
（３年度を限度とする）

２. 防護柵の設置を支援しています
農作物を鳥獣被害から守るには、農地を防護柵で囲うことが基本であり、効果的な方法です。市では、防
護柵の設置にかかる費用（資材購入費）の一部を補助しています。

対象者 対象となる事業 防護柵の種類 要件 補助率および補助額

農業従事者、
農業法人など

農作物を鳥獣被害から守る
ための防護柵の設置
※家庭菜園を守る防護柵は
　対象ではありません。
　また、工賃や配送料など
　は対象ではありません。

個別柵
※個々の農業従事
　者などが整備す
　る防護柵

設置延長
200m未満

１/４
（1）電気柵 125 円 / ｍ以内
（2）金網柵 250 円 / ｍ以内

設置延長
200m以上
または
受益者３戸以上

１/２
（1）電気柵 250 円 / ｍ以内
（2）金網柵 500 円 / ｍ以内

集落柵
※集落として一体
　整備する防護柵

３ha 以上の
農地かつ
受益者３戸以上

３/４以内
※機能向上に必要な資材は
　１/２以内

　産業振興課
☎０８６９ - ２４ - ７２２１
問

〇瀬戸内市鳥獣被害に強い集落づくり支援事業補助金

〇瀬戸内市有害鳥獣被害防護柵設置事業補助金
〇瀬戸内市集落ぐるみ農作物被害防止対策事業補助金
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災害から命を守る
　災害から命を守るためには「避難」行動がとても大切です。自宅や周辺のリスクを確認した上で、警戒レベル４ま
でに危険な場所から全員避難しましょう。　　　　　　　　　　　　　　　危機管理課　☎０８６９ - ２２ - ３９０４

「避難」って、
　　何をすればいいの？

「避難」とは、「難」を「避」けること。

小中学校や公民館に行くことだけが避難で

はありません。次の 4 つの行動があります。

問

※豪雨時の屋外の移動は車も含め危険です。やむをえず車中泊する場合は、浸水しないよう周囲の状況などを
　十分に確認してください。

　県民の防災意識・避難行動などの向上や、県・
市と防災関係機関との連携強化を目的として、
総合防災訓練を実施します。
　市民の皆さんも、ぜひ積極的にご参加ください。

▷日時　９月５日（日）　午前 10 時～午後１時
▷場所　瀬戸内市立牛窓中学校
▷想定災害　南海トラフを震源域とするマグニ
　チュード 9.0 クラスの地震、津波
▷訓練内容　避難訓練および災害対応訓練など

令和３年度岡山県・瀬戸内市総合防災訓練を実施します

捕獲だけでは鳥獣被害は防げません
　市では、猟友会と連携して年間 1,500 頭のイノ
シシやシカを捕獲しています。２年前と比較して
２倍以上の頭数を捕獲していますが、捕獲だけで
は被害対策として十分ではありません。
　補助事業を活用して、寄せない対策（集落環境
整備）や入れない対策（防護柵の設置）に取り組
みましょう。

▽捕獲数




